
　

11
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
、

「
第
22
回
蔵
の
街
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
栃
木
市
商

店
会
連
合
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創

出
の
た
め
に
、
隔
年
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
前
回
の
開
催
が
平

成
29
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

初
日
に
は
、
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
荒
金
会
頭
が
、

人
が
出
会
い
織
り
な
す
感
動

の
場
と
な
る
よ
う
挨
拶
さ
れ

た
。

　

会
場
と
な
っ
た
蔵
の
街
大

通
り
で
は
、
万
町
三
町
内
の

劉
備
玄
徳
・
関
羽
雲
長
・
張

飛
翼
徳
の
三
国
志
の
山
車
が

展
示
さ
れ
、
お
囃
子
が
会
場

を
盛
り
上
げ
た
他
、
し
ろ
や

ま
マ
ル
シ
ェ
に
よ
る
「
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
レ
ー
ス
」
で
、

着
ぐ
る
み
を
纏
っ
た
出
場
者

が
大
通
り
を
疾
走
し
た
り
、

ゆ
い
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
手

作
り
の
雑
貨
・
小
物
等
の
販

売
な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
山
車
会
館

前
広
場
で
は
、
栃
木
市
国
際

交
流
協
会
に
よ
る
「
世
界
の

グ
ル
メ
横
丁
」
が
、
蔵
の
街

第
一
駐
車
場
で
は
「
栃
木
市

の
産
業
と
物
産
展
」
が
開
催

さ
れ
、
異
国
の
食
文
化
と
地

域
内
の
食
や
生
産
品
等
の
産

業
を
通
し
た
市
民
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
同
時
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
１
日
目
に
は
、「
歌
麿
道
中
」

が
開
催
さ
れ
、山
車
会
館
前
の
、

三
国
志
の
山
車
３
台
と
歌
麿
道

中
の
花
魁
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
実
現
、
又
、
２
日
目

に
は
、
鬼
燈
睦
會
に
よ
る
神
輿

渡
御
が
実
施
さ
れ
、
神
輿
が
大

通
り
を
練
り
歩
き
、
会
場
内
を

大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
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開会セレモニー　荒金会頭挨拶

ティラノサウルスレース

第
22
回
蔵
の
街
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催

　

栃
木
市
と
の
共
催
に
よ
る

「
第
44
回
栃
木
市
の
産
業
と
物

産
展
」
が
、
11
月
11
日
・
12
日

の
２
日
間
、
蔵
の
街
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
に
併
せ
、
蔵
の
街
第
一

駐
車
場
を
特
設
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

産
業
と
物
産
展
は
、
本
市
産

業
の
発
展
と
中
心
市
街
地
活
性

化
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
会
場
に
は
、
物
販
、
飲
食
、

展
示
等
の
ブ
ー
ス
に
加
え
、
栃

木
市
の
友
好
親
善
都
市
で
あ
る

北
海
道
滝
川
市
な
ど
、
28
事
業

所
が
出
展
し
た
。

　

初
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
主
管

す
る
当
所
産
業
振
興
委
員
会
の

顧
問
で
あ
る
若
菜
副
会
頭
の
挨

拶
に
続
き
、
小
池
委
員
長
の
開

場
の
発
声
に
よ
り
開
展
と
な

り
、
会
場
内
は
大
い
に
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。

　

出
展
事
業
者
か
ら
は
、「
市

民
や
観
光
客
に
対
し
、
自
社
の

商
品
を
直
接
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信

が
で
き
、
消
費
者
か
ら
生
の
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の

販
売
促
進
の
場
で
あ
る
」
等
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
、「
市

内
の
名
産
品
が
一
堂
に
会
す
る

の
で
、
栃
木
市
を
知
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か

れ
た
。

　

今
回
の
開
催
に
際
し
、
ご
参

加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
44
回
　栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
を
開
催

今月のトピックス

２
Ｐ　
　

会
員
旅
行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催
報
告

３
Ｐ　
　

マ
ル
経
融
資
制
度
の
案
内

　
　
　
　

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
案
内

４
Ｐ　
　

各
種
認
定
計
画
・
企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

５
Ｐ　
　

う
ず
ま
共
済
配
当
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ　

生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー



令和５年12月10日発行 (2)（ ）

○
第
２
回
産
業
振
興
委
員
会

　

開
催
日　

10
月
31
日　

出
席
者
９
名　

　

協
議
事
項

　

⑴
第
44
回
栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
に
つ
い
て

　
　

①
参
加
申
込
者
及
び
会
場

　

⑵
産
業
振
興
支
援
に
つ
い
て

　
　

①「
と
ち
ぎ
の
逸
品
」
展
示
ブ
ー
ス

　
　

②
栃
木
市
に
お
け
る
販
路
拡
大
に
対
す
る
連
携
支
援

　
　

③「
第
96
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」

　
　
　

出
展
報
告

　
　

④「feel N
IPPO

N

春2024

」
出
展

○
第
４
回
総
務
組
織
委
員
会

　

開
催
日　

11
月
13
日　

出
席
者
８
名　

　

協
議
事
項

　

⑴
令
和
５
年
度
会
員
ゴ
ル
フ
大
会
実
施
報
告
に
つ
い
て

　

⑵
令
和
５
年
度
会
員
旅
行
実
施
報
告
に
つ
い
て

　

⑶
令
和
５
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
申
込
状
況
に
つ
い
て

　

⑷
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　

①
創
立
１
３
０
周
年
記
念
誌

　
　

②
基
金
寄
附
銘
板

　
　

③
組
織
及
び
財
政
基
盤
強
化

○
第
３
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

開
催
日　

11
月
24
日　

出
席
者
10
名

　

協
議
事
項

　

⑴
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
視
察
研
修
に
つ
い
て

　

⑵
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
宇
都
宮
に

　
　

つ
い
て

　

⑶
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

常
設
委
員
会
開
催
報
告

栃
木
商
工
会
議
所
特
別
基
金

迎賓館赤坂離宮本館前

局長表彰・署長表彰者

祝辞を述べる荒金会頭

　

特
別
基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
落
合
産
業
㈱ 

様
　
寄
付
金 

八
十
万
円

　

11
月
９
日
、
会
員
旅
行
「
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
、
34
名
が
参
加
し
た
。

　

出
発
を
前
に
、
荒
金
会
頭

が
「
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。

　

ツ
ア
ー
は
ま
ず
、
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
」
を
見
学
し
た
。

国
内
で
は
唯
一
の
ネ
オ
・
バ

ロ
ッ
ク
様
式
の
宮
殿
建
築
物

で
、
西
洋
と
日
本
文
化
が
見

事
に
融
合
し
て
い
る
内
装
や

外
装
は
た
い
へ
ん
豪
華
で
あ

り
、
国
賓
を
迎
え
る
施
設
で

の
見
学
は
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
六

本
木
ヒ
ル
ズ
内
「
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」

で
、
ブ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
を
楽

グランドハイアット東京

し
み
、
懇
親
の
場
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
向
か
っ
た
渋
谷
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
で
は
、

「
渋
谷
ス
カ
イ
」
を
見
学
し
た
。

展
望
施
設
で
あ
る
45
階
へ
一

気
に
移
動
し
、
さ
ら
に
、
360

度
の
大
都
市
東
京
を
229
ｍ
の

地
上
か
ら
一
望
で
き
る
屋
上

で
、
晴
天
の
下
写
真
を
撮
る

な
ど
し
て
過
ご
し
た
。

　

今
回
は
、
歴
史
と
近
代
文

化
を
楽
し
む
一
日
と
な
り
、

参
加
者
か
ら
は
、「
有
意
義
な

一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
事
業
を
企
画
し
た

総
務
組
織
委
員
会
、
並
び
に

ツ
ア
ー
参
加
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
盛
会
裏
な
事

業
と
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
納
税
表
彰
式

が
、
11
月
14
日
、
当
所
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、多
数
の
来
賓
を
迎

え
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
表
彰
式
は
、国
税
の
申

告
と
納
税
及
び
租
税
教
育
等

に
関
し
て
功
績
顕
著
な
団

体
、又
は
個
人
、及
び
法
人
を

顕
彰
す
る
こ
と
、将
来
を
担

う
若
者
が
税
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
正
し
い
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
部
で
は
、国
税
申
告

と
納
税
に
関
し
て
功
績
顕
著

な
個
人
、及
び
法
人
へ
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、租
税
教
育
推

進
校
感
謝
状
贈
呈
、中
学
生
・

高
校
生
に
よ
る「
税
の
作
文
」

の
賞
状
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

会
員
旅
行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開
催

　
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
・
渋
谷
ス
カ
イ
を
見
学

　

主
な
受
賞
は
、次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

●
関
東
信
越
国
税
局
長
表
彰

福
富　

正
浩

熊
倉　

充
義

野
原　

正
衞

●
栃
木
税
務
署
長
表
彰

赤
羽
根
信
行

山
本　

郁
夫

●
栃
木
県

　

栃
木
県
税
事
務
所
長
表
彰

　

㈱
足
利
銀
行
小
山
東
支
店

●
栃
木
税
務
署
管
内
青
色

　

申
告
会
連
合
会
長
表
彰

福
島　

一
男　

他
９
名

●（
公
社
）栃
木
法
人
会
長
表
彰

山
本　

郁
夫　

他
５
名

●
栃
木
県
酒
造
組
合

　

栃
木
支
部
会
長
表
彰

相
良　

明
徳

令
和
５
年
度　
納
税
表
彰
式
を
挙
行
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

10
月
23
日
、当
所
に
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

販
促
に
お
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
傾
向
を
知
り
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
消
費
者
へ
発
信
し
、

販
路
開
拓
や
売
上
ア
ッ
プ
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
。

　

講
師
に
は
、
㈱
エ
イ
チ
・

エ
ー
エ
ル
の
光
武
晋
一
氏
を

迎
え
、
22
名
が
参
加
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能

や
特
徴
の
他
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
販
促
方
法
と
戦
略
、

成
功
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

ｆ
ｅ
ｅ
ｌ 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
春
２
０
２
４
に
出
展

　

来
年
２
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、「
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
春
２
０
２
４
」
が
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
本
商
工
会
議
所
が
全
国
の
商
工
会
議
所

と
連
携
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
や
観
光

商
品
等
の
開
発
に
取
り
組
み
、
全
国
展
開
を
目
指
す
事
業
者

の
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
も
の
。

　

当
所
か
ら
は
、
幕
末
か
ら
永
年
に
わ
た
り
味
噌
製
造
販
売

を
営
む
油
伝
味
噌
㈱
の
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
、
市
内
で

飲
食
店
を
営
む
㈱
温
情
ラ
ン
ド
の
「
日
本
ワ
イ
ン
」
を
出
品

さ
せ
、
全
国
展
開
を
目
指
し
て
行
く
。

　

両
事
業
者
と
も
栃
木
市
産
の
農
産
物
（
二
条
大
麦
・
ブ
ド

ウ
）
を
使
用
し
、
地
域
農
産
品
の
消
費
拡
大
、
新
た
な
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

　

当
所
で
は
、
源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
を
、
納
付

期
限
（
納
期
の
特
例
を
申
請
し
て
い
る
方
）
に
あ
わ
せ
て
、

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日　

時　
　

令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時　

13
時
〜
16
時

　

会　

場　
　

当
所
会
議
室

　

費　

用　
　

無　

料

　

※

納
付
税
額
が
な
い
場
合
で
も
、
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と

　
　

な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
は
、
取
引
先
の
企
業
が
倒
産
し
、

売
掛
金
や
受
取
手
形
等
が
回
収
困
難
に
な
っ
た
時
、
連
鎖
倒
産

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
加
入
者
に
対
し
、
共
済
金
を
貸
付
け
る

制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
共
済
金
の
貸
付
額
は
最
高
８
千
万
円

　

○
無
担
保
・
無
保
証
人

　

○
掛
金
は
税
法
上
損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入

　

○
掛
け
捨
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

○
一
時
貸
付
金
制
度

毎
月
の
掛
金

　

○
５
千
円
〜
20
万
円
ま
で
の
範
囲
（
５
千
円
単
位
）
で
自
由

に
選
べ
ま
す
。

　

○
加
入
後
も
月
額
掛
金
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　
　
（
減
額
の
場
合
は
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
）

　

○
掛
金
は
総
額
が
８
百
万
円
に
な
る
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

○
掛
金
総
額
が
掛
金
月
額
の
４
０
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
場

合
、
掛
金
の
払
込
み
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
の
ご
案
内

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
を
含
む
）

や
、
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
の
廃
業
、
退
職
さ
れ
た
後
の

生
活
の
備
え
と
す
る
経
営
者
の
退
職
金
制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
安
心
・
確
実
な
国
の
制
度

　

○
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

　

○
共
済
金
受
取
方
法
が
選
べ
る

　

○
貸
付
制
度
も
充
実

毎
月
の
掛
金

　

○
千
円
〜
７
万
円
の
範
囲（
５
百
円
単
位
）で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　

○
加
入
後
も
掛
金
月
額
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　
　
（
減
額
の
場
合
は
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

運転資金・設備導入等にご利用ください

マル経融資制度のご案内

【問い合わせ先】　中小企業相談所　℡23-3131

●対　　象　小規模事業者であること。
　　　　　　従前から商工会議所の経営改善普及事

業にもとづく経営指導を受けている者
であること（原則６月以上）。

●融資限度額　2,000万円
●返済期間　運転資金７年以内（据置１年以内）
　　　　　　設備資金10年以内（据置２年以内）
●貸付利率　1.20％　（令和５年12月１日現在）

無担保 無保証人 低金利
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当
所
で
は
、
事
業
に
役
立

つ
各
種
認
定
計
画
の
策
定
支

援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

国
・
県
か
ら
認
定
を
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
や
、
補
助
金
を
獲
得

す
る
際
に
加
点
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
当
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

経
営
革
新
計
画

　

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

に
基
づ
き
、
創
意
あ
る
新
た

な
取
り
組
み
に
あ
た
る
事
業

（
経
営
革
新
計
画
）の
、
認

定
を
栃
木
県
が
行
っ
て
い
ま

す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

●
融
資
・
保
証
の
優
遇
措
置

　

栃
木
県
制
度
融
資
（
事
業

開
拓
支
援
資
金
）
、
政

府
系
金
融
機
関
に
よ
る

低
金
利
融
資

●
補
助
金
・
投
資
の
支
援
措
置

　

も
の
づ
く
り
補
助
金
、
企

業
支
援
フ
ァ
ン
ド
か
ら

の
投
資

●
販
路
開
拓
の
支
援
措
置

　

販
路
開
拓
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業

●
そ
の
他
の
優
遇
措
置

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
、
特
許

関
係
料
金
減
免
制
度　

他

経
営
力
向
上
計
画

　

人
材
育
成
、
コ
ス
ト
管
理

等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

や
設
備
投
資
な
ど
、
自
社
の

経
営
力
を
向
上
す
る
た
め
に

実
施
す
る
計
画
と
し
て
、
主

務
大
臣
が
認
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

●
税
制
措
置

　

認
定
計
画
に
基
づ
き
取
得

し
た
一
定
の
設
備
や
不

動
産
に
つ
い
て
、
法
人

税
や
不
動
産
取
得
税
等

の
特
例
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
金
融
支
援

　

政
策
金
融
機
関
の
融
資
、

民
間
金
融
機
関
の
融
資

に
対
す
る
信
用
保
証
、

債
務
保
証
等
の
資
金
調

達
に
関
す
る
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
法
的
支
援

　

業
法
上
の
許
認
可
の
承
継

の
特
例
、
組
合
の
発
起

人
数
に
関
す
る
特
例
、

事
業
譲
渡
の
際
の
免
責

的
債
務
引
受
に
関
す
る

特
例
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

事
業
継
続
力
強
化
計
画

　

中
小
企
業
が
自
社
の
災
害

リ
ス
ク
等
を
認
識
し
、
防

災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と

し
て
取
り
組
む
た
め
に
、
必

要
な
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
で
、
将
来
的
に
行
う
災
害

対
策
な
ど
を
記
載
し
、
経
済

産
業
大
臣
が
認
定
を
行
い
ま

す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

●
融
資
・
保
証
の
優
遇
措
置

　

低
利
融
資
、
信
用
保
証
枠

の
拡
大
等
の
金
融
支
援

を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
設
備
へ
の
税
制
優
遇

　

計
画
に
沿
っ
て
取
得
し
た

一
定
の
設
備
等
に
つ
い

て
特
別
償
却
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

●
補
助
金
・
助
成
金
の
優
遇

　

も
の
づ
く
り
補
助
金
等
の

一
部
補
助
金
に
お
い
て

審
査
の
際
に
加
点
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

人材を求めている企業へ 　　 で人材紹介を全国ネットで行っている公益財団法人です。無料

公益財団法人　産業雇用安定センター栃木事務所
〒320-0811   宇都宮市大通り１－４－２４　MSCビル6階
連絡先　ＴＥＬ：０２８－６２３－６１８１　ＦＡＸ：０２８－６５０－４１４３
https://www.sangyokoyo.or.jp

●企業間での従業員の出向。
●企業の雇用調整時における退職予定者の再就職支援。
●60～70歳の方の再就職支援。

　

令
和
５
年
度
分
の
会
費
の
納
入
が
お
済
み
で
な
い
会
員

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
後
日
集
金
に
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
総
務
係 

℡
23-

３
１
３
１

令
和
５
年
度 

会
費
納
入
の
お
願
い

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

１
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

http://bit.ly/3gRXpGd

 

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

１
月
11
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

　
　
　
　
　
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

１
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産

　
　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

１
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

　
　
　
　
　
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

企

業

サ

ポ

ー

ト

情

報

各
種
認
定
計
画
策
定
の
ご
案
内

各
種
認
定
計
画
策
定
の
ご
案
内
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日時　令和６年１月17日(水)
　　　13：30～15：30(受付13：00～)
会場　栃木商工会議所１階ホール
定員　50名　※入場無料

令
和
４
年
度「
う
ず
ま
共
済
」配
当
金
の

お
振
込
み
に
つ
い
て

※

配
当
金
金
額
等
の
詳
細
は
、
後
日
郵
送
い
た
し
ま
す

　
「
生
命
共
済
配
当
金
支
払
明
細
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
業
務
係　

℡
23-

３
１
３
１

　

日
本
盆
栽
協
会
栃
木
市
支

部
・
栃
木
市
皐
月
愛
好
会
は
、

会
員
の
減
少
に
伴
い
、
解
散

す
る
こ
と
と
な
り
、
10
月
27

日
、
残
余
財
産
を
栃
木
市
へ

寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

永
き
に
わ
た
り
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■
振
込
先
　「
う
ず
ま
共
済
」
掛
金
の
振
替
口
座

■
振
込
日
　
令
和
５
年
12
月
20
日(
水
）

第229回 珠算検定試験
試験日  2023年10月22日(日)

受験者数 合格者数 合格率
12
2
16
4
2
4
40

1級
2級
3級
4級
5級
6級
合計

2
0
12
3
2
3
22

16.7％
0％
75％
75％
100％
75％
55％

日
商
検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

第165回 簿記検定試験

受験者数 合格者数 合格率
16
32
23
71

1級
2級
3級
合計

 
5
9
14

15.6％
39.1％

試験日  2023年11月19日(日)

※1級の発表は、中央審査後となります。

- -

-

栃
木
市
へ
寄
付

【お申込み・問い合わせ先】建設部会担当　℡ 23-3131

講師　中小企業診断士　小峰 俊雄 氏

建設業のための「働き方改革」
セミナー開催のご案内

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

㈱
サ
カ
エ
工
業

　

10
月
２
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
、

「
会
員
増
強･

共
済
制
度
推
進
秋
季
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
、

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
事
業
所
様
の
経
営
支
援
や
福
利

厚
生
制
度
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
栃
木
商
工
会
議
所
・
う
ず
ま
共
済
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

㈱
サ
カ
エ
工
業
が
商
品
化
し

た
タ
ン
ブ
ラ
ー
「
ウ
エ
ノ
ス
ケ
シ

タ
ノ
ス
ケ
」が
、(

公
財)

日
本
デ

ザ
イ
ン
振
興
会
の「
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
」を
受
賞
さ
れ
た
。

　

大
小
二
つ
の
カ
ッ
プ
を
積
み

重
ね
た
タ
ン
ブ
ラ
ー
は
、
水
を

飲
む
容
器
と
し
て
幅
広
い
用
途

が
あ
り
、
清
潔
性
や
耐
久
性
に

優
れ
る
他
、
焼
却
時
の
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
素
材
を
選
択
し

た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
サ
イ
ズ
は
２
種
類
あ
り
、
同
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w
.sakae-k.co.jp/)

な
ど
で
購
入

可
能
。

　【問
い
合
わ
せ
先
】　

㈱
サ
カ
エ
工
業　

℡
43-

３
５
０
１

会
員
増
強･

共
済
制
度
推
進

秋
季
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
御
礼

う
ず
ま
共
済
は
、
栃
木
商
工
会
議
所
が
、
ア
ク
サ

生
命
保
険
株
式
会
社
と
締
結
し
た
定
期
保
険(

団
体

型)(

入
院
給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点

保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付)

と
当
商
工
会

議
所
独
自
の
給
付
制
度
を
会
員
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　　≪お申し込み方法≫
参加ご希望の方は、上のQR
コードでご登録いただくか、
お電話にてお申込みください。

　2024年４月1日より「働き方改革関連法」が完全施行
されることにより、建設業においても時間外労働等の規制が
強化されます。 
　建設業における働き方改革とはなにか？ 今の就業規則で
大丈夫なのか？ 事業者として取り組むべきこと、時間外
労働・有給休暇への対応等、建設業の皆様の身近な疑問に
事例を交えながらわかりやすくお伝えします。
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NO.432 令和５年12月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

↑
事前申込が必要です!

女性経営者会NEWS

11月例会「太平山を活かしたまちづくり」を開催11月例会「太平山を活かしたまちづくり」を開催

青年経営者会は、若い経営者や次代を担う後継者の自己研鑽のために、昭和61年10月に創設されました。現在
95名の会員が、活動を通じて事業の活性化と地域経済の振興を目指しています。各会員は委員会に所属し、講習
や研修など各事業を推進することになりますが、会員相互の親睦も積極的に図られ、ビジネスに結びつく情報交換
も活発に行われます。個々のメリットを追求し明日の企業経営を切り拓きましょう。

【問い合わせ先】青年経営者会事務局　℡ 23-3131

　11月５日、11月例会「太平山を活かしたまち
づくり」を開催し、会員25名が参加した。
　本例会は、他団体等と協力し、地域資源である
「太平山」の魅力を発信することで、改めて地域
愛を醸成するとともに、地域の活性化・振興を
図ることを目的に開催した。
　当日は、当会々員が、玉入れやピンボールなど
子供向けのイベントを運営したほか、市民団体
「Teamとち介っ人」による太平山に関するクイ
ズを解きながらのスタンプラリーやステージでの
パフォーマンスなどを開催した。
　さらに、見晴台のある謙信平に、電飾付きのハ
ート形オブジェを設置し、日没に合わせた時刻に、
荒金会頭の「点灯」の発声によるライトアップが
行われた。このオブジェが新たなスポットとなる
ことを期待している。
 引き続き、青年経済人として、歴史と文化を伝
承しつつ、新たな創意と工夫により豊かな郷土づ
くりに取り組んでまいりたい。

地域活性化委員会　委員長　小松　隆洋

女性経営者の皆さん!
女性経営者会で一緒に活動しませんか？

　平成30年 栃木商工会議所創立125周年
の節目の年に設立しました。
　女性の視点からとちぎを盛り上げてい
こう！という想いで活動をはじめ、今年
で５周年を迎えます。

主な事業：視察研修・講習会・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所
　　　　　の女性経営者及び女性管理者
　【問い合わせ先】 女性経営者会 事務局　
　　　　　　　 ℡ 23-3131

～栃木商工会議所女性経営者会とは？～

女性経営者会
創立５周年記念

ダイアモンド✡ユカイ
トーク＆ライブ 開催!

※詳細は会議所ニュース11月号折込チラシをご覧ください。

告 知 !

日 時：令和６年２月６日(火)
　　　 10：30～
会 場：サンプラザ
　　　 (栃木市片柳町2-2-2)
対 象：女性経営者会々員・当所会員
　　　 上記いずれかの紹介のある方
締 切：令和５年12月20日(水)
定 員：350名(定員になりしだい締め切り)


